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(3) I近縁成体オス・メスの離反J ， I非近縁成体オス・メスの和合J の原則。
この原則は，近縁の成体オス・メスは，配偶関係を持たず，疎遠になり，非近縁の成体オス・メスは，配偶関係を
持ち，保護・依存し，親密になることをいう。集団の変遷は，成体オスと成体メスの関係からすると，両者が「近縁
















の原則，②「高位・上昇血縁系高出産率J の原則，③「近縁成体オス・メスの離反J ， I非近縁成体オス・メスの和合」
の原則，という 3 つの一般原則を抽出している。
本論文は，また，これら一般原則を抽出した後に，これらの原則が個々のメンバーの立場とどの程度整合するかを
綿密に検証し，原則としての妥当性が十分なものであることを示している。
長期間にわたる多量の個体の行動観察データから個体群(集団)のまとまりすなわち形成，維持，変容のメカニズ
ムを総合的観点、より解明してみせた研究は世界的にも例がなく，高く評価される。加うるに，険しい山間の地に自ら
入り， 1958年に餌付付を開始して以来今日まで，十分とは言い難い研究環境を地道に整備し，この領域における先導的
役割を果たしてきた申請者にしてはじめて構築可能な論文である点についても，高く評価されるべきである。
以上の理由により，本論文は博士学位論文として余りあるものと認定する。
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